
令和３年度 

生活指導部 

 

生活
せいかつ

のきまり          児童用 

 「みんなと気持
き も

ちよく過
す

ごし合
あ

い、楽
たの

しく学
まな

び合
あ

い、 

みんなでよりよい小笠原
おがさわら

小学校
しょうがっこう

にしていきましょう。」 

学校
がっこう

に来
く

るとき 

◇ぼうしをかぶって登校
とうこう

する。       ◇通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って、7:50までに登校
とうこう

する。 

◇学校
がっこう

は、7:15開門
かいもん

です。         ◇学 習
がくしゅう

で使わな
つか

いものは、学校
がっこう

に持
も

ってこない。 

◇学校
がっこう

を休
やす

む時
とき

は、連絡帳
れんらくちょう

で連絡
れんらく

する。 
 

学校
がっこう

に来
き

たら 

◇かかとをそろえて、くつ箱
ばこ

にはき物
もの

をそろえる。 

◇雨
あめ

の日
ひ

は、かさのバンドを巻
ま

き、奥
おく

からかさ立
た

てにしまう。カッパは物干
ものほ

しに干
ほ

す。 

◇８時
じ

までに、ランドセルから学 習
がくしゅう

用具
ようぐ

を出
だ

して、 机
つくえ

に整
せい

とんして入
い

れる。 

◇学校
がっこう

放送
ほうそう

が始まったら、 話
はなし

や動作
どうさ

を止
と

めて聞
き

く。 

◇窓
まど

を開
あ

ける。エアコンと扇風機
せんぷうき

は、先生
せんせい

が管理
かんり

する。 
 

朝 会
ちょうかい

・集 会
しゅうかい

のとき 

◇時
じ

間
かん

に合
あ

わせて、学 級
がっきゅう

から並
なら

んで出 発
しゅっぱつ

する。５分前
ふんまえ

に集 合
しゅうごう

・整列
せいれつ

をして待
ま

つ。 

◇終了後
しゅうりょうご

、学 級
がっきゅう

ごとに行進
こうしん

して教 室
きょうしつ

に戻
もど

る。 

◇体 調
たいちょう

が悪
わる

くなったら、近
ちか

くの先生
せんせい

に声
こえ

をかける。 
 

休
やす

み時間
じかん

 

◇外
そと

で遊
あそ

ぶ時
とき

は、ぼうしをかぶる。         ◇誰
だれ

もいない教 室
きょうしつ

には入
はい

らない。 

◇雨
あめ

の日
ひ

は、教 室
きょうしつ

で静
しず

かに工夫
くふう

して遊
あそ

ぶ。 

◇校舎
こうしゃ

の裏手
うらて

など、人
ひと

目
め

につかないところでは遊
あそ

ばない。 

◇ろう下
か

や階段
かいだん

は、他
ほか

の人
ひと

の迷惑
めいわく

にならないように右側
みぎがわ

を歩
ある

く。 

◇校庭
こうてい

で遊
あそ

べないときなどは、担任
たんにん

の先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に体育館
たいいくかん

（割
わ

り当
あ

て 表
ひょう

に 則
のっと

って）で遊
あそ

んでも

よい。 

◇ 終 了
しゅうりょう

５分前
ふんまえ

に片付
かたづ

けを始
はじ

め、手洗
てあら

い・うがい・トイレを済
す

ませ、授 業
じゅぎょう

準備
じゅんび

をして着 席
ちゃくせき

する。 
 

学校
がっこう

から帰
かえ

るとき 

◇下校
げこう

時刻後
じ こ く ご

、残
のこ

るときは先生
せんせい

に言
い

ってから残
のこ

る。 

◇ぼうしをかぶって、通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って帰宅
きたく

する。（できるだけ 2人
り

以上
いじょう

） 

◇忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに来
く

る場合
ばあい

は、 必
かなら

ず職員室
しょくいんしつ

により先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に取
と

る。 
 

その他
た

 

◇学校
がっこう

には、歩
ある

いて来
く

る。（長期
ちょうき

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

のときも） 

◇学校
がっこう

に持
も

ってくるものには、 必
かなら

ず名前
なまえ

を書
か

く。 

◇蛇口
じゃぐち

は下
した

に向
む

ける。（ほこりや異物
いぶつ

が入らないために） 

◇暑
あつ

くなったら、水筒
すいとう

を持
も

ってくる。（ヨーグルト、補食
ほしょく

のときも） 
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学
がく

習
しゅう

の約
やく

束
そく

を守
まも

って、学習
がくしゅう

の基礎
き そ

・基本
き ほ ん

を身
み

に付
つ

けよう。 

  

 

  

 

  

 

 
 
※えんぴつは毎日

まいにち

、家
いえ

で削
けず

ってきます。必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、休
やす

み時
じ

間
かん

に削
けず

ります。 

※えんぴつの濃
こ

さ：ＨＢ～２Ｂ（低学年
ていがくねん

は濃
こ

いめにする。） 

※シャーペン、色
いろ

ペンは必要
ひつよう

ありません。必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、担任
たんにん

から指示
し じ

します。 

 

 

 

１・２年生
ねんせい

 

 

 

  

 

３・４・５・６年生
ねんせい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習用具
がくしゅうようぐ

 

■えんぴつ  ４～５本
ほん

 

■赤
あか

（青
あお

）えんぴつ １本
ほん

 

■消
け

しゴム （よくきえるもの） 

■じょうぎ （１５ｃｍぐらい） 

■名前
な ま え

ペン 

道具箱 

□はさみ 

□色
いろ

えんぴつ 

□クレパス 

□液状
えきじょう

のり 

□はさみ  

□液状
えきじょう

のり 

□色
いろ

えんぴつ 

□三角
さんかく

じょうぎ 

□コンパス（３年
ねん

生
せい

の途中
とちゅう

～） 

□分
ぶん

度
ど

器
き

（４年
ねん

生
せい

の途
と

中
ちゅう

～） 

※写真
しゃしん

のように机
つくえ

の中
なか

の左側
ひだりがわ

の道具箱
どうぐばこ

にしまいます。

右側
みぎがわ

は教科書
きょうかしょ

・ノートをしまいます。（※逆
ぎゃく

もあり） 

※学年
がくねん

の途中
とちゅう

から使用
し よ う

するものは、担任
たんにん

の指示
し じ

があってか

ら準備
じゅんび

します。 

※コンパスは、鉛筆
えんぴつ

をはさむタイプの物
もの

が望
のぞ

ましいです。 

※セロハンテープを入
い

れてもよいです。 

○文房具
ぶんぼうぐ

は実用的
じつようてき

で、学習
がくしゅう

のさまたげにならない物
もの

を用意
よ う い

しましょう。 

○学
がく

習
しゅう

用
よう

具
ぐ

は使
つか

い切
き

る前
まえ

に用
よう

意
い

しましょう。 

○一つ一つ名前
な ま え

を記入
きにゅう

し、大切
たいせつ

に使
つか

いましょう。 

○教科書
きょうかしょ

やノートは、毎日
まいにち

持
も

ち帰
かえ

り、家
いえ

で次
つぎ

の日
ひ

の準備
じゅんび

をして持
も

ってきましょう。 
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授業
じゅぎょう

の約束
やくそく

 

○授業
じゅぎょう

の始
はじ

まり ・授業
じゅぎょう

の開始
か い し

時
じ

には、学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をし、着席
ちゃくせき

して静
しず

かに待
ま

つ。 

○授 業 中
じゅぎょうちゅう

 

正
ただ

しい姿勢
しせい

 あしは ぺったん    せなかは ぴん    おなかとせなかに 

                              ぐう ひとつ 

 

 

 

 

 

話
はなし

し方
がた

の約
やく

束
そく

 

・指名
し め い

されてから発言
はつげん

する。（発言
はつげん

して良
よ

い時の約束
やくそく

） 

・「ゆっくり」「はっきり」「聞
き

こえるように」言
い

う。（声
こえ

の約
やく

束
そく

） 

・相
あい

手
て

を見
み

て、背
せ

筋
すじ

を伸
のば

ばして言
い

う。（姿
し

勢
せい

の約
やく

束
そく

） 

・「～です。」「～ます。」を使
つか

い、最
さい

後
ご

まで言
い

う。（言
い

い方
かた

の約
やく

束
そく

） 

・授業中
じゅぎょうちゅう

は、友達
ともだち

を「～さん」「～くん」を付
づ

けで呼
よ

ぶ。 

聞
き

き方
かた

の基
き

本
ほん

 

～１，２，３年生～ 

○うなずきながら聞
き

く。 

○口
くち

をはさまず最後
さ い ご

まで聞く
き く

。 

○相
あい

手
て

を見
み

て聞
き

く。 

 

ノートの書
か

き方
かた

の基
き

本
ほん

 

○ノートはきちんと読
よ

める字
じ

でていねいに書
か

く。 

○ノートの下
した

に下
した

じ
じ

き
き

を使
つか

い、ノートの下
した

に何
なに

も置
お

かない
い

。 

○書く
か く

時
とき

の約束
やくそく

 

・日
ひ

付
づけ

を書
か

く。 ・学習
がくしゅう

のめあてや問題
もんだい

を書
か

く。 ・線
せん

は定
じょう

規
ぎ

で引
ひ

く。 

・間
あいだ

をあけて書
か

く。 ・鉛筆
えんぴつ

を正
ただ

しく持
も

つ。 

○授業
じゅぎょう

の終
お

わり・終
お

わりのあいさつをした後
あと

、次
つぎ

の授業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

をする。 

・席
せき

を離
はな

れる時
とき

は、いすを入
い

れる。机
つくえ

の上
うえ

には何
なに

も置
お

かない。 

○特別
とくべつ

教室
きょうしつ

 

・授
じゅ

業
ぎょう

に遅
おく

れないように並
なら

んで移
い

動
どう

をする。 

・授業後
じゅぎょうご

は、使
つか

った用
よう

具
ぐ

、いす、机
つくえ

をきちんと整
せい

とんし、並
なら

んで教室
きょうしつ

に戻
もど

る。 

 
○家庭

か て い

学習
がくしゅう

  ・家庭
か て い

学習
がくしゅう

の目安
め や す

は、学年
がくねん

×10分
ぷん

。毎日
まいにち

取
と

り組
く

むようにする。 

 

～４，５，６年生～ 

○話
はな

し相
あい

手
て

を見
み

て、うなずきながら聞
き

く。 

○相
あい

手
て

の言
い

いたいことを考
かんが

えながら聞
き

く
く

。 

○分
わ

からないことは、質
しつ

問
もん

したり聞
き

き返
かえ

した 

りする。 

 

【１０分
ぷん

休
やす

み】 次
つぎ

の時間
じ か ん

の準備
じゅんび

 トイレ 水
みず

のみ 
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 ※鍵盤
けんばん

ハーモニカには「薄手
う す で

のつばふきハ 

  ンカチ」、リコーダーには「ガーゼのつい 

た清掃
せいそう

棒
ぼう

」を用意
よ う い

し、いつも清潔
せいけつ

にしてお 

きます。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽
おんがく

 

□ふで箱
ばこ

 

□教科書
きょうかしょ

 

□歌集
かしゅう

 

□Ａ４ファイル 

□リコーダー【３年以上】 

図工 

□ふで箱
ばこ

   □低学年 クレヨン 

□教科書
きょうかしょ

   □高学年 色
いろ

鉛筆
えんぴつ

 

□のり 

□はさみ 

□制作
せいさく

内容
ないよう

によって必要
ひつよう

な道具
ど う ぐ

 

（例：絵の具
え ぐ

セット） 

□制作
せいさく

内容
ないよう

によって必要
ひつよう

な材料
ざいりょう

 

（例
れい

：箱
はこ

、布
ぬの

） 
 鍵盤ハーモニカ（１，２年生） 

※液状
えきじょう

のりを用意
よ う い

しましょう 

（スティックのりは不可
ふ か

） 

※図工
ず こ う

の教科書
きょうかしょ

は、いつもバッグの中
なか

に

入
い

れておきましょう。 

※図工
ず こ う

の授業
じゅぎょう

のある日
ひ

は、汚
よご

れてもよい

服装
ふくそう

で登校
とうこう

しましょう。 体育 

【服装
ふくそう

】 

□体育
たいいく

着
ぎ

 

□白
しろ

い半
はん

そでシャツ（華美
か び

なものは避
さ

ける）   

□黒
くろ

か紺
こん

系
けい

のハーフパンツ 

□赤白
あかしろ

帽子
ぼ う し

（つばあり） 

※体育
たいいく

着
ぎ

袋
ぶくろ

に入れる。 

※シャツはズボンに入
い

れる。（熱中症
ねっちゅうしょう

の危険
き け ん

が

考
かんが

えられる状 況
じょうきょう

では、必要
ひつよう

に応
おう

じてシャツを

ズボンから出
だ

す指示
し じ

をする。） 

※ひざ下
した

のくつ下
した

（タイツ不可
ふ か

） 

※長
なが

い髪
かみ

は結
むす

ぶ。 

※汗
あせ

をかくので肌着
は だ ぎ

はぬぐ。 

（女子
じ ょ し

は下着
し た ぎ

をつけてもよい。） 

※寒
さむ

い時
とき

には、トレーナーやジャージズボンを

着
き

る。 
安全
あんぜん

確保
か く ほ

のため、フード・ファスナー・  

ボタン・ひも付
つ

きの上着
う わ ぎ

は避
さ

ける。 
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体育着を選ぶにあたり確認していただきたいこと 

 

学校教育では、時や場に応じた服装や振る舞いなどについても指導しております。安全上の観点か

らも、体育着として T シャツを使用する際や新しく体育着を購入する際は、以下に示した例を参考に

していただければと思います。お困りのことがありましたら、個別にご相談ください。 

〇：ストレッチ性、吸水性、速乾性、通気性等に優れ、華美でないもの 

 

△：華美なものや学校での運動にそぐわないと考えられるもの 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

華美ではないライン ワンポイントのマーク ワンポイントのマークとライン 

キャラクター プリント 目立つ大きなマーク 
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①かていがくしゅうをすませましょう。 

②じぶんで、ほかのがくしゅうにもとりくみましょう。 

…５・６年生 １時間以上 …３年生４０分 ４年生５０分 …１年生２０分 ２年生３０分 

①家庭学習をすませましょう。 

②自分で家庭学習以外にも取り組みましょう。 

①家庭学習を済ませましょう。 

②自分で家庭学習以外にも取り組みましょう。 

低学年 

 

高学年 

 

中学年 

 

こくご 

さんすう 

せいかつ 理科・社会 

算数 

国語 
国語 

算数 

社会・理科 

○おんどくをする。 
○にっきやしをかく。 
○ドリルをつかってひらがなやかんじのれんしゅ
うをする。（まちがえたじをかきなおす。） 

○きょうかしょのぶんをかきうつす。 
○いろいろなほんをよむ。 など 
 

○ドリルをつかってけいさんれんしゅうをする。 
（まちがえたもんだいをやりなおす。） 
○きょうべんきょうしたきょうかしょやドリルの 
もんだいをもう一どといてみる。 など 

 
 

○まいにち、おてつだいをしましょう。 など 
 
 

○音読をしたり、暗唱したりする。 
○その日の学習を振り返る。 
○日記や詩を書く。 
○ドリルを使って漢字の練習をする。（読みと書きの
両方）まちがえた字を書き直す。 

○教科書の文を書き写す。 
○意味の分からない言葉を調べる。 
○新しく学習した言葉で短い文を作る。 
○いろいろな本を読む。 など 
 

○その日の学習をまとめる。（教科書やノートを見て） 
○日記や詩を書く。 
○ドリルを使って漢字の練習をする。（読みと書きの
両方）まちがえた字を書き直す。 

○教科書の文を書き写す。 
○意味の分からない言葉を調べる。 
○新しく学習した言葉で短い文を作る。 
○いろいろな本を読む。詩や短歌・俳句を暗唱する。 
○図書室で漢検の問題集を借りて解いてみる。など 

○その日の学習を振り返る。 
○教科書やドリルの問題から自分でやるところを 
決めて解く。（苦手なところ・忘れやすいところ） 

○テストやプリントのやり直しをする。 など 

○その日の学習をまとめる。（教科書やノートを見て） 
○教科書やドリルの問題から自分でやるところを
決めて解く。（苦手なところ・忘れやすいところ） 

○テストやプリントのやり直しをする。 
○図書室で算検の問題集を借りて解いてみる。など 

○区市町村名・都道府県名と位置を覚える。 
○図鑑や本・インターネットで調べたことをまとめる。 
○ニュースを見て分かったことを書く。 など 

○その日の学習をまとめる。（教科書やノートを見て） 
○図鑑や本・インターネットで調べたことをまとめる。 
○ニュースを見た感想を書く。 
○世界の国の名前や位置を覚え、特色を調べる。 

など 
 

１．時間を決めましょう。

う。 

２．何をするか計画を立てましょう。 

約束 

時間のめやすは  

学年×１０＋１０分 

「学びの応援サイト」

をご活用ください。 

 

「学習支援コンテン

ツポータルサイト」を

ご活用ください。 

 

・・・毎日学習する習慣をつけるために！ 

・・・くり返し練習し、漢字や計算などが確実にできるようになるために！ 

・・・学校で習ったことをしっかりと身に付け、忘れないために！ 

・・・自分のために自分で勉強することができるようになるために！ 

学習の習慣化 

習   熟 

定   着 

主体的な学習 


